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月
尾
嘉
男 

ク
ル
ー
ズ
の
ゆ
た
か
倶
楽
部 

月
刊
誌
『
ボ
ン
・
ボ
ヤ
ー
ジ
』
連
載
（
二
〇
一
一
～
二
〇
一
四
）
よ
り 

総
集
編
版 

『
航
海
物
語 

─ 

書
を
捨
て
よ
！ 

海
に
出
よ
う
！
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
遊
行
社
二
〇
一
五
） 

 
 

 
 

 

第
一
章 

 

海
洋
大
国
・
日
本 

 
 

 
 

 

第
二
章 

 
歴
史
を
創
造
し
た
航
海 

 
 

 
 

 

第
三
章 

 

歴
史
を
開
拓
し
た
航
海 

 
 

 
 

 

第
四
章 

 

貨
物
輸
送
の
主
役
で
あ
る
海
運 

 
 

 
 

 

第
五
章 

 

航
海
を
支
援
す
る
技
術 

 
 

 
 

 

第
六
章 

 

海
図
の
話 

 
 

 
 

 

第
七
章 

 

通
信
の
話 

 
 

 
 

 

第
八
章 

 

港
の
話 

 
 

 
 

 

第
九
章 

 

運
河
の
話 

 
 

 
 

 

第
十
章 

 

名
船
の
話 

で
の
分
量
制
約
に
よ
る
未
掲
載
部
分
を
、
あ
ら
た
に
第
十
一
章
と
し
て
追
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
文
章
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ま
ま
で
す
が
、
図
の
取
捨
選
択
や
青
文
字
表
示
な
ど
は
、
編
集
者 

 
 

 
 

 

で
あ
る
WE
管
理
人
の
方
で
手
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。） 

    
 

 
 

 

第
十
一
章 

海
戦
の
話 
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十
一
・
一 

レ
パ
ン
ト
の
海
戦
（
一
五
七
一
） 

  

肉
食
動
物
は
自
分
や
子
供
の
生
存
の
た
め
に
殺
戮
を
す
る
が
、
そ
れ
は
食
糧
を
獲
得
す
る
た
め
で
あ
り
、

仲
間
同
士
の
殺
戮
は
例
外
で
あ
る
。
ハ
チ
や
ア
リ
な
ど
は
餌
場
を
争
奪
す
る
た
め
に
集
団
で
戦
闘
す
る
こ

と
が
あ
る
し
、
シ
カ
や
イ
ヌ
な
ど
も
メ
ス
を
争
奪
す
る
た
め
に
オ
ス
同
士
が
喧
嘩
し
、
ど
ち
ら
か
が
死
亡

す
る
ほ
ど
の
深
手
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
時
の
戦
闘
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
資
源
や
領
土
を
争
奪
す

る
た
め
に
、
相
手
が
全
滅
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
広
範
か
つ
長
期
に
戦
闘
す
る
動
物
は
残
念
な
が
ら
人
間
だ

け
で
あ
る
。 

 

そ
の
戦
闘
の
空
間
は
陸
上
だ
け
の
場
合
も
あ
る
し
、
海
上
だ
け
の
場
合
も
あ
る
し
、
陸
海
を
一
体
と
し

た
空
間
が
戦
場
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
豪
華
な
客
船
か
ら
見
渡
す
風
光
明
媚
な
海
域
が
、

何
千
年
前
と
か
何
百
年
前
に
は
、
世
界
の
歴
史
の
方
向
を
決
定
し
た
重
要
な
海
戦
の
現
場
で
あ
っ
た
と
い

う
場
所
も
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
今
回
か
ら
数
回
、
客
船
の
航
路
と
な
る
よ
う
な
海
上
で
、
か
つ
て

は
巨
大
な
軍
勢
同
士
が
国
家
や
民
族
の
命
運
を
か
け
た
海
戦
を
展
開
し
た
と
い
う
空
間
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
。 

 

連
合
艦
隊
と
帝
国
艦
隊
の
対
峙 

 

第
一
次
十
字
軍
が
一
一
世
紀
の
最
後
に
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
の
奪
回
に
成
功
し
て
か
ら
約
一
八
〇
年
後
、

第
九
次
十
字
軍
が
失
敗
の
う
ち
に
撤
退
す
る
の
と
交
替
す
る
よ
う
に
、
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
の
北
部
に
登
場

し
た
遊
牧
民
部
族
長
で
あ
る
オ
ス
マ
ン
一
世
が
建
国
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
登
場
し
た
。
こ
の
帝
国
は
コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
中
心
に
急
速
に
版
図
を
拡
大
し
、
一
六
世
紀
中
頃
に
は
ア
フ
リ
カ
北
部
か
ら

紅
海
の
両
岸
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
平
原
か
ら
黒
海
北
部
、
そ
し
て
バ
ル
カ
ン
半
島
を
も
支
配
す
る
巨
大
帝
国

に
成
長
し
た
。 

 

東
地
中
海
を
包
囲
す
る
よ
う
な
領
土
に
よ
っ
て
海
上
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、

さ
ら
に
ベ
ネ
チ
ア
の
支
配
す
る
島
々
に
ま
で
侵
攻
す
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
衝
突
は
回
避
で
き
な
い
事

態
に
到
達
し
た
。
ベ
ネ
チ
ア
海
軍
は
強
大
で
は
あ

っ
た
が
、
単
独
で
は
対
抗
困
難
と
ロ
ー
マ
教
皇
ピ

ウ
ス
五
世
に
支
援
を
依
頼
し
、
教
皇
の
掛
声
に
よ

り
、
ス
ペ
イ
ン
王
国
を
筆
頭
に
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
や

ナ
ポ
リ
な
ど
が
参
加
し
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
連
合
軍

が
結
成
さ
れ
、
一
五
七
一
年
秋
に
オ
ス
マ
ン
帝
国

と
対
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

諸
説
が
あ
る
が
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
連
合
艦
隊
は
軍

艦
二
八
五
隻
、
兵
員
約
八
万
四
〇
〇
〇
人
で
、
シ

チ
リ
ア
の
メ
ッ
シ
ー
ナ
に
集
結
し
、
九
月
中
旬
以

降
、
順
次
バ
ル
カ
ン
半
島
西
側
の
戦
場
に
移
動
を

開
始
し
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
海
軍
は
軍
艦
三
〇
〇

隻
、
兵
員
約
八
万
八
〇
〇
〇
人
で
、
九
月
下
旬
、

バ
ル
カ
ン
半
島
の
南
側
の
港
湾
都
市
レ
パ
ン
ト
に

集
結
し
体
制
を
整
備
し
た
。
そ
し
て
一
五
七
一
年

一
〇
月
七
日
、
レ
パ
ン
ト
の
南
側
の
パ
ト
ラ
ス
湾

口
の
東
側
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
艦
隊
、
西
側
に
カ
ソ

リ
ッ
ク
連
合
艦
隊
と
い
う
状
態
で
対
峙
し
た
。 

 

こ
の
パ
ト
ラ
ス
湾
口
付
近
は
客
船
で
通
過
し
た

経
験
の
あ
る
読
者
も
多
数
お
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
の
地
中
海
側
の
港
湾
都
市
ア
レ
キ
サ
ン
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ド
リ
ア
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
歴
史
都
市
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
へ
の
航
海

の
途
中
や
、
ア
テ
ネ
の
外
港
ピ
レ
ウ
ス
か
ら
ベ
ネ
チ
ア
を
目
指
し
て
イ
オ
ニ
ア
海
域
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
域

を
北
上
す
る
途
中
に
、
イ
オ
ニ
ア
諸
島
を
右
手
に
し
な
が
ら
航
海
す
る
が
、
約
四
四
〇
年
前
、
そ
の
島
々

の
裏
側
で
、
東
地
中
海
の
派
遣
争
奪
を
目
指
し
た
激
戦
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。 

 

史
上
有
数
の
海
戦
の
開
始 

 

カ
ソ
リ
ッ
ク
連
合
艦
隊
の
総
司
令
官
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
庶
弟
ド
ン
・
ホ
ア
ン
・
デ
・
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
艦
隊
の
総
司
令
官
は
ア
リ
・
パ
シ
ャ
で
あ
り
、
両
軍
は
南
北
一
列
の
陣
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ

三
群
に
集
合
し
、
東
西
に
対
面
し
た
。
両
軍
は
艦
隊
や
数
量
で
は
ほ
ぼ
対
等
で
あ
っ
た
が
、
両
者
に
は
重

大
な
差
異
が
あ
っ
た
。
連
合
艦
隊
の
砲
門
は
一
八
〇
〇
で
あ
っ
た
が
、
帝
国
艦
隊
は
約
七
五
〇
で
し
か
な

く
、
二
倍
以
上
の
格
差
が
あ
っ
た
う
え
に
、
ベ
ネ
チ
ア
艦
隊
に
は
六
隻
の
最
新
鋭
艦
が
用
意
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
海
戦
の
主
力
は
漕
手
の
オ
ー
ル
で
進
行
す
る
ガ
レ
ー
戦
艦
が
主
力
で
あ
り
、
敵
艦
に
船
首
か
ら

衝
突
し
て
兵
士
が
移
乗
し
て
船
上
で
戦
闘
を
す
る
方
法
が
中
心
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ベ
ネ
チ
ア
の
最
新

鋭
艦
ガ
レ
ア
ス
戦
艦
は
喫
水
が
ガ
レ
ー
戦
艦
よ
り
も
上
部
に
あ
り
、
甲
板
に
大
砲
を
設
置
し
て
い
た
。
午

前
一
一
時
頃
か
ら
開
始
さ
れ
た
戦
闘
は
、
従
来
の
よ
う
に
接
近
し
て
戦
闘
す
る
よ
り
以
前
に
、
ガ
レ
ア
ス

戦
艦
の
遠
方
か
ら
の
砲
撃
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
意
表
を
つ
か
れ
た
帝
国
艦
隊
に
は
相
当
の
損
害
に
な
っ

た
。 

 

戦
闘
は
連
合
艦
隊
の
左
翼
と
帝
国
艦
隊
の
右
翼
の
激
突
で
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
指
揮
を
と
る
連
合
艦

隊
の
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
・
バ
ル
バ
リ
ー
ゴ
が
弓
矢
で
右
目
を
射
抜
か
れ
て
重
傷
と
な
り
、
一
方
、
帝
国
艦

隊
の
右
翼
を
指
揮
す
る
シ
ロ
ッ
コ
・
パ
シ
ャ
も
戦
死
し
、
冒
頭
か
ら
壮
絶
な
激
戦
と
な
っ
た
。
中
央
艦
隊

も
両
軍
の
旗
艦
が
正
面
衝
突
す
る
と
い
う
激
戦
と
な
っ
た
が
、
総
司
令
官
ア
リ
・
パ
シ
ャ
が
連
合
艦
隊
の

旗
艦
に
移
乗
し
よ
う
と
し
た
瞬
間
に
鉄
砲
の
弾
丸
が
命
中
し
、
敵
艦
の
甲
板
に
転
落
し
、
斬
首
さ
れ
る
と

い
う
失
態
と
な
っ
た
。 

 

帝
国
海
軍
の
大
敗
で
終
結 

 

右
翼
と
中
央
の
司
令
が
戦
死
す
る
混
戦
と
な
っ

た
が
、
帝
国
艦
隊
の
左
翼
の
司
令
ウ
ル
グ
・
ア
リ

は
、
ジ
ャ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
・
ド
ー
リ
ア
の
指
揮
す

る
連
合
艦
隊
の
右
翼
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
包
囲
さ
れ
る
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
右

翼
が
方
向
転
換
し
た
た
め
、
目
標
を
中
央
に
変
更

す
る
。
そ
れ
を
妨
害
し
よ
う
と
右
翼
の
一
部
の
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
カ
ル
ド
ー
ナ
の
ガ
レ
ー
船

団
が
対
応
す
る
が
、
多
勢
に
無
勢
で
、
こ
の
カ
ル

ド
ー
ナ
指
揮
の
ガ
レ
ー
船
団
は
二
隻
が
撃
沈
さ
れ
、

そ
れ
以
外
は
拿
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
る
。 

 

孤
立
し
な
が
ら
も
ウ
ル
グ
・
ア
リ
艦
隊
は
奮
戦

す
る
が
、
全
体
の
右
翼
と
中
央
が
壊
滅
し
た
帝
国

艦
隊
に
勝
目
は
な
い
う
え
、
総
司
令
官
ア
リ
・
パ

シ
ャ
の
首
級
が
連
合
艦
隊
旗
艦
の
マ
ス
ト
の
先
端

に
掲
示
さ
れ
て
士
気
を
喪
失
し
、
最
後
は
戦
線
か

ら
脱
出
し
、
戦
闘
は
夕
刻
に
終
結
す
る
。
結
果
、

帝
国
艦
隊
は
兵
士
が
約
三
万
人
死
亡
か
行
方
不
明
、

戦
艦
一
一
三
隻
が
撃
沈
、
一
一
七
隻
が
拿
捕
さ
れ
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た
の
に
対
比
し
、
連
合
艦
隊
は
死
亡
も
し
く
は
行
方
不
明
の
兵
士
約
一
万
五
〇
〇
〇
人
、
撃
沈
さ
れ
た
戦

艦
一
二
隻
と
い
う
圧
勝
で
終
結
し
た
。 

 

圧
勝
し
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
連
合
国
側
で
は
あ
っ
た
が
、
勝
利
以
後
は
内
部
で
の
対
立
が
発
生
し
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
を
崩
壊
さ
せ
る
ま
で
に
は
到
達
せ
ず
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で
存
続
す
る
。
そ
の

一
方
、
連
合
国
側
の
中
心
で
あ
っ
た
ベ
ネ
チ
ア
は
一
八
世
紀
の
末
期
に
南
下
し
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
圧

力
に
よ
り
国
家
と
し
て
消
滅
す
る
と
い
う
皮
肉
な
運
命
に
な
る
。
イ
オ
ニ
ア
海
域
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
域
に

展
開
す
る
絶
景
の
背
後
に
あ
る
世
界
の
歴
史
を
想
像
す
る
こ
と
も
、
船
旅
の
興
趣
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。 
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十
一
・
二 

ア
ル
マ
ダ
の
海
戦
（
一
五
八
八
） 

 

出
現
し
た
巨
大
海
洋
国
家 

 

一
四
九
二
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
発
見
を
契
機
と
し
、
航
海
術
先
進
国
ス
ペ
イ
ン

と
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
海
外
で
の
領
土
紛
争
が
活
発
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
両
国
は
、
一
四
九
四
年
、
世
界

を
東
西
に
二
分
し
て
支
配
す
る
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
を
締
結
す
る
。
と
こ
ろ
が
一
五
二
二
年
に
マ
ゼ
ラ

ン
艦
隊
の
生
存
部
隊
が
世
界
一
周
航
海
か
ら
帰
還
す
る
と
、
球
体
の
地
球
を
一
本
の
縦
線
で
二
分
し
て
も

領
土
を
確
定
で
き
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
り
、
も
う
一
本
を
追
加
し
た
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
が
一
五
二
九
年
に

締
結
さ
れ
た
。 

 

現
在
の
視
点
か
ら
は
勝
手
放
題
の
条
約
で
あ
る
が
、
逸
早
く
海
洋
に
進
出
し
た
両
国
の
実
力
を
象
徴
す

る
歴
史
的
出
来
事
で
あ
る
。
し
か
し
一
六
世
紀
後
半
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
力
が
次
第
に
低
下
し
、
一

五
八
〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
を
兼
務
し
、
ス
ペ
イ
ン
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
発
生
し
た
の
が
前
回
紹
介
し
た
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
で
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
艦
隊
に
完
勝
し
た
カ
ソ
リ
ッ
ク
連
合
艦
隊
の
中
心
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
は
世
界
を
支
配
す

る
巨
大
国
家
に
な
っ
た
。 

 

ス
ペ
イ
ン
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
対
決 

 

フ
ェ
リ
ペ
二
世
は
世
界
に
展
開
す
る
広
大
な
版
図
と
、
そ
こ
に
生
活
す
る
雑
多
な
民
族
の
統
治
を
カ
ソ

リ
ッ
ク
教
義
の
布
教
に
よ
っ
て
推
進
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
反
抗
し
た
の
が
、
一
六
世
紀
以
来
の
宗

教
改
革
に
よ
っ
て
登
場
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
の
一
角
で
あ
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
は
ス
ペ
イ
ン
に
反
抗
し
て
反
乱
す
る
も
の
の
、
一
五
八
四
年
に
鎮
圧
さ
れ
る
が
、
そ
の
と
き

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
支
援
し
た
の
が
、
や
は
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
勢
力
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。 

 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
は
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
義
妹
に
あ
た
り
、
本
来
、
両
国
は
友
好
関

係
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
か
ら
海
賊
行
為
を
了
承
す
る
免
許
を
付
与
さ
れ
た
海
賊
船

舶
（
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ア
）
が
ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
船
舶
を
襲
撃
す
る
事
件
が
頻
発
し
て
い
た
。
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
勢
力
に
加
担
す
る
こ
と
と
、
海
賊
行
為
を
放
任
す
る
と
い
う
二
種
の
要
因
が
重
複
し
、
一
五
八

五
年
以
後
、
ス
ペ
イ
ン
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
関
係
は
緊
迫
し
、
い
ず
れ
衝
突
す
る
こ
と
は
回
避
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
一
五
八
三
年
、
レ
パ
ン
ト

の
海
戦
の
英
雄
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
の
計
画
に
よ
り
、
フ

ェ
リ
ペ
二
世
は
強
力
な
海
軍
の
準
備
を
開
始
す
る
。
当

初
の
計
画
は
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
の
艦
隊
の
七
倍
の
予

算
に
も
な
り
、
途
中
で
規
模
は
縮
小
さ
れ
た
が
、
そ
れ

で
も
艦
隊
は
一
五
八
三
年
に
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
で
の
海

戦
で
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
た
。
そ
の
戦
果
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
震
撼
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
国
々
か
ら
ス

ペ
イ
ン
艦
隊
は
通
称
ア
ル
マ
ダ
・
イ
ン
ヴ
ェ
ン
チ
ブ
レ
、

す
な
わ
ち
無
敵
艦
隊
と
命
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

戦
闘
開
始
は
一
五
八
八
年
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
前

年
に
海
賊
船
舶
の
船
長
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ド
レ
ー

ク
が
指
揮
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
は
、
イ
ベ
リ
ア
半

島
南
部
の
カ
デ
ィ
ス
の
港
湾
を
襲
撃
し
、
二
〇
数
隻
の

ス
ペ
イ
ン
戦
艦
を
破
壊
し
、
さ
ら
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
沿
岸

も
襲
撃
し
、
十
分
に
乾
燥
さ
れ
た
大
量
の
樽
材
を
焼
却

し
た
。
こ
の
一
見
関
係
の
な
い
よ
う
な
行
為
は
、
ス
ペ
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イ
ン
艦
隊
の
真
水
や
食
糧
の
船
内
で
の
貯
蔵
能
力
に
影
響
し
、
翌
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
戦
闘
で
、
ス
ペ
イ

ン
が
苦
労
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

連
戦
連
敗
の
無
敵
艦
隊 

 

い
よ
い
よ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
遠
征
す
る
無
敵
艦
隊
が
行
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
一
五
八

八
年
二
月
九
日
、
ス
ペ
イ
ン
海
軍
の
始
祖
と
も
さ
れ
る
総
司
令
官
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
が
急
逝
し
、
海
戦
の

経
験
の
な
い
名
門
の
貴
族
メ
デ
ィ
ナ
・
シ
ド
ニ
ア
が
後
任
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
不
慣
れ
な
総
司
令
官
が
指
揮
す
る
無
敵
艦
隊
は
一
三
〇
隻
の
戦
艦
と
水
夫
八
〇
〇
〇
、
兵
士

一
万
八
〇
〇
〇
と
い
う
陣
容
で
、
一
五
八
八
年
の
五
月
九
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
リ
ス
ボ
ン
の

港
湾
を
出
航
す
る
。 

 

一
方
、
迎
撃
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
は
、
総
司
令
官
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ワ
ー
ド
、
副
司
令
官
フ
ラ
ン

シ
ス
・
ド
レ
ー
ク
で
一
七
一
隻
の
戦
艦
か
ら
な
る
艦
隊
で
あ
る
。
隻
数
で
劣
勢
な
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
、
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
制
圧
し
て
大
西
洋
岸
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
で
待
機
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
陸
上
部
隊
と
合
流
し
、

そ
こ
か
ら
対
岸
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
兵
員
を
輸
送
し
て
ロ
ン
ド
ン
を
攻
撃
す
る
と
い
う
戦
略
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
海
峡
の
入
口
の
プ
リ
マ
ス
の
沖
合
で
敵
艦
に
発
見
さ
れ
、
最
初
の
戦
闘
に
突
入
す
る

こ
と
に
な
る
。 

 

ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
三
日
月
型
の
陣
形
を
形
成
し
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
は
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
ス
ペ

イ
ン
艦
隊
の
背
後
に
位
置
し
た
。
夜
明
け
に
な
り
、
背
後
に
敵
艦
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ス

ペ
イ
ン
艦
隊
が
方
向
転
換
を
開
始
す
る
が
、
左
翼
か
ら
ド
レ
イ
ク
艦
隊
、
右
翼
か
ら
ハ
ワ
ー
ド
艦
隊
が
攻

撃
し
、
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
重
量
の
あ
る
砲
弾
を
使
用
す
る
カ
ノ
ン
大
砲
を
中
心
と

し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
は
軽
量
の
砲
弾
を
遠
方
ま
で
発
射
で
き
る
カ
ル
バ
リ
ン
大
砲
を
中
心
に
し
て
い

た
。 

 

こ
の
大
砲
の
差
異
が
結
果
を
左
右
し

た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
は
カ
ノ
ン
大
砲

の
射
程
の
外
側
か
ら
カ
ル
バ
リ
ン
大
砲

を
発
射
し
、
敵
艦
に
接
舷
し
て
戦
闘
す
る

ス
ペ
イ
ン
得
意
の
戦
術
を
阻
止
し
た
。
カ

ル
バ
リ
ン
砲
弾
は
敵
艦
を
沈
没
さ
せ
る

威
力
は
な
い
が
、
何
隻
か
を
戦
闘
不
能
に

す
る
戦
果
を
あ
げ
、
満
足
し
た
総
司
令
官

ハ
ワ
ー
ド
は
戦
闘
を
中
止
し
た
。
九
死
に

一
生
の
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
陸
上
部
隊
が

待
機
し
て
い
る
ダ
ン
ケ
ル
ク
を
目
指
す

が
、
荒
天
の
た
め
到
達
で
き
ず
、
翌
日
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
沖
合
で
再
戦
す
る
羽
目

に
な
る
。 

 

ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
円
形
の
密
集
陣
形

で
対
戦
す
る
が
、
巧
妙
な
操
船
技
術
と
カ

ル
バ
リ
ン
砲
弾
の
威
力
に
よ
り
、
今
回
も

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
艦
隊
の
勝
利
と
な
り
、
ス

ペ
イ
ン
艦
隊
は
陸
上
部
隊
と
の
合
流
を

目
指
し
て
カ
レ
ー
の
沖
合
に
逃
走
す
る
。

し
か
し
港
湾
封
鎖
の
た
め
陸
上
部
隊
が

合
流
で
き
ず
、
一
週
間
後
、
再
度
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
艦
隊
と
対
戦
を
余
儀
な
く
さ
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れ
る
。
二
ヶ
月
間
も
接
岸
で
き
な
か
っ
た
戦
艦
は
薪
水
も
弾
薬
も
涸
渇
し
て
劣
勢
と
な
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
沖
合
を
回
遊
し
て
逃
走
し
、
出
航
か
ら
四
ヶ
月
後
に
母
港
に
帰
還
し
た
。 

 

帰
還
で
き
た
戦
艦
は
半
数
と
い
う
大
敗
で
、
無
敵
艦
隊
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
本
土
に
一
歩
も
上
陸
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
強
力
な
海
軍
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
、
こ
の
敗
戦
は
重
傷

で
、
世
界
の
盟
主
の
交
替
の
契
機
と
な
っ
た
一
戦
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
峡
か
ら
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
か

け
て
の
海
路
は
客
船
の
通
路
で
も
あ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
世
界
の
覇
権
が
移
行
し
た
契
機

と
な
っ
た
海
戦
の
現
場
で
あ
る
こ
と
を
想
像
し
な
が
ら
通
過
す
れ
ば
、
船
旅
の
興
趣
を
増
加
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
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十
一
・
三 

ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海
戦
（
一
八
〇
五
） 

 

三
大
提
督
と
三
大
英
雄
の
衝
突 

 

世
界
に
は
三
大
◯
◯
と
名
付
け
ら
れ
た
事
象
が
数
多
く
存
在
す
る
。
連
載
し
て
い
る
海
戦
に
も
三
大
海

戦
が
あ
り
、
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
（
一
五
七
一
）
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海
戦
（
一
八
〇
五
）
、
日
本
海
海
戦

（
一
九
〇
五
）
で
あ
る
。
同
様
に
三
大
提
督
も
存
在
し
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
で
活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
海

軍
の
英
雄
ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
一
七
四
七−

九
二
）
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
提
督
ホ
レ
イ
シ
ョ
・

ネ
ル
ソ
ン
（
一
七
五
八−
一
八
〇
五
）
、
日
本
海
軍
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
東
郷
平
八
郎
（
一
八
四
八−

一
九

三
四
）
で
あ
る
。 

 

そ
の
三
大
提
督
の
一
人
ネ
ル
ソ
ン
が
指
揮
し
た
海
戦
が
三
大
海
戦
の
一
戦
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
の
海
戦
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
た
め
に
は
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
と
と
も
に
三
大
英
雄

と
さ
れ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
躍
進
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
三
大
悪
妻
の
一
人
ジ
ョ
セ
フ

ィ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ア
ル
ネ
と
結
婚
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
七
九
六
年
に
総
裁
政
府
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
方
面

軍
司
令
官
に
抜
擢
さ
れ
、
連
戦
連
勝
し
て
第
一
次
対
仏
大
同
盟
を
崩
壊
さ
せ
る
と
い
う
功
績
を
あ
げ
る
。 

 

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
抗
す
る
国
々
の
中
心
イ
ギ
リ
ス
は
強
力
な
海
軍
に
よ
り
、
同
盟
が
崩
壊
し
て

も
洋
上
を
支
配
す
る
強
敵
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
国
力
の
源
泉
で
あ
る
イ
ン
ド
と
の
交
易
を
遮

断
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
交
易
の
中
継
基
地
と
な
っ
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
の
奪

取
を
目
指
す
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
進
言
し
、
自
身
が
遠
征
の
総
司
令
官
と
な
る
。
一
七
九
八
年
五
月
、
イ
ギ

リ
ス
艦
隊
が
強
風
で
混
乱
し
て
い
る
隙
間
に
、
二
三
二
隻
の
輸
送
艦
隊
に
乗
船
し
た
約
三
万
名
の
陸
軍
は

ツ
ー
ロ
ン
を
出
航
す
る
。 

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
は
六
月
に
マ
ル
タ
の
要
塞
を
攻
略
し
、
七
月
に
は
ナ
イ
ル
河
口
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
に
上
陸
す
る
。
そ
こ
か
ら
南
下
し
て
有
名
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
戦
闘
に
勝
利
し
、
カ
イ
ロ
に
入
城
す
る

が
、
そ
の
直
後
に
ネ
ル
ソ
ン
が
指
揮
す
る
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
東
側
の
ア
ブ
キ
ー
ル
湾

内
に
停
泊
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
攻
撃
し
、
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
海
上

を
支
配
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
は
エ
ジ
プ
ト
に
孤
立
し
、
ネ
ル
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
恐
怖
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
上
陸
作
戦
を
決
断 

 

そ
の
年
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
主
導
に
よ
り
第
二
次
対
仏
大
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
も
奪
回
さ
れ

る
事
態
と
な
り
、
本
国
の
総
裁
政
府
へ
の
糾
弾
が
激
化
し
て
い
る
と
の
情
報
を
入
手
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、

エ
ジ
プ
ト
か
ら
単
身
で
帰
国
し
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
第
一
執
政
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
再
度
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
進
撃
が
開
始
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
隊
を
撃
破
し
、
和
約
を
成
立
さ
せ
て
領
土
を
割
譲
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
の
結
果
、
対
仏
同
盟
は
崩
壊
し
、
敵
対
す
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
み
と
い
う
状
況

に
ま
で
な
る
。 

 

そ
れ
以
後
、
国
内
で
は
体
制
に
反
抗
す
る
勢
力
を
徹
底
弾
圧
し
た
た
め
に
、
度
重
な
る
暗
殺
未
遂
事
件

が
発
生
す
る
が
、
そ
れ
を
突
破
し
て
一
八
〇
二
年
に
は
憲
法
を
改
正
し
て
終
身
執
政
に
就
任
、
一
八
〇
四

年
に
は
自
身
で
戴
冠
し
て
皇
帝
に
即
位
し
、
フ
ラ
ン
ス
第
一
帝
政
を
開
始
す
る
。
そ
の
途
中
の
、
一
八
〇

二
年
に
一
旦
は
イ
ギ
リ
ス
と
ア
ミ
ア
ン
の
和
約
を
成
立
さ
せ
る
が
、
翌
年
、
イ
ギ
リ
ス
が
破
棄
し
、
フ
ラ

ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
は
一
層
悪
化
し
、
つ
い
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
上
陸
作
戦
の
準
備
を
開

始
す
る
。 

 

義
務
を
遂
行
し
た
ネ
ル
ソ
ン
提
督 

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
に
圧
力
を
か
け
て
同
盟
を
締
約
し
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ツ
ー
ロ
ン
か
ら
ス
ペ

イ
ン
南
部
の
カ
ル
タ
ヘ
ナ
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
付
近
の
カ
デ
ィ
ス
、
大
西
洋
岸
の
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
半
島
の
ブ
レ
ス
ト
と
い
う
広
範
な
地
域
に
艦
隊
を
配
置
で
き
る
港
湾
を
確
保
す
る
。
そ
こ
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で
イ
ギ
リ
ス
は
ネ
ル
ソ
ン
に
ツ
ー
ロ
ン
と
カ
ル
タ
ヘ
ナ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
艦
隊
を
封
鎖
さ
せ
る
こ
と
に
す
る

が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ツ
ー
ロ
ン
に
停
泊
し
て
い
た
ピ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
提
督
指
揮
の
艦
隊
を
カ
リ

ブ
海
域
に
出
航
さ
せ
る
。 

 

そ
の
目
的
は
海
域
の
島
々
の
港
湾
を
占
拠
し
、
砂
糖
貿
易
を
独
占
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ネ

ル
ソ
ン
艦
隊
が
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
艦
隊
を
追
跡
す
る
と
、
ネ
ル
ソ
ン
の
名
声
に
恐
懼
し
た
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
は

命
令
を
十
分
に
遂
行
で
き
な
い
ま
ま
、
カ
デ
ィ
ス
に
帰
港
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
到
達
し
た
の
は
、
激
怒

し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
の
司
令
長
官
解
任
の
通
告
で
あ
っ
た
。
名
誉
挽
回
を
目
指
し
た
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
は

沖
合
で
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
封
鎖
し
て
い
る
ネ
ル
ソ
ン
指
揮
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
対
決
す
る
決
断
を
す
る
。 

 

一
八
〇
五
年
一
〇
月
一
九
日
、
カ
デ
ィ
ス
を
出
航
し
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
下
し

て
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
岬
沖
に
到
達
し
た
と
き
、
退
路
を
遮
断
さ
れ
る
と
危
惧
し
た
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
は
反
転

し
て
北
上
を
開
始
す
る
が
、
ネ
ル
ソ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
再
度
、
カ
デ
ィ
ス
に
退
却
す
る
と
判
断
し
、

攻
撃
開
始
を
命
令
す
る
。
二
列
に
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
隊
列
の
中
央
部
分
に
側
面
か
ら
突
撃
し
て
き

た
。
こ
れ
が
有
名
な
ネ
ル
ソ
ン
タ
ッ
チ
と
い
わ
れ
る
独
特
の
戦
法
で
、
隊
列
を
分
断
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

反
転
を
開
始
し
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
巨
大
な
三
日
月
型
の
形
状
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
凹
部
に
、
カ
ス

バ
ー
ト
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
提
督
が
指
揮
す
る
戦
艦
ロ
イ
ヤ
ル
ソ
ヴ
リ
ン
を
先
頭
と
す
る
艦
隊
が
最
初
の

突
進
を
開
始
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
五
分
後
、
ネ
ル
ソ
ン
が
座
乗
す
る
旗
艦
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
も
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー

ヴ
の
乗
船
す
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
旗
艦
ビ
ュ
サ
ン
ト
ー
ル
に
突
進
を
開
始
す
る
。
と
こ
ろ
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
戦
艦
ル
ド
ゥ
タ
ブ
ル
が
接
触
し
て
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
悲
劇
が
発
生
し

た
。 

 

戦
艦
ビ
ュ
サ
ン
ト
ー
ル
か
ら
発
射
さ
れ
た
一
発
の
弾
丸
が
甲
板
で
指
揮
を
し
て
い
た
ネ
ル
ソ
ン
に
命
中

し
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
死
者
四
〇
〇
〇
、
負
傷
二
四
〇
〇
、
捕
虜
七
〇
〇
〇
、
捕
獲
さ
れ
た

戦
艦
数
一
八
隻
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ル
ヌ
ー
ヴ
提
督
が
捕
虜
に
な
る
と
い
う
悲
惨
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
艦
隊
は
死
者
約
四
〇
〇
、
負
傷
一
二
〇
〇
、
戦
艦
の
損
失
は
ゼ
ロ
と
い
う
圧
勝
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
完
全
な
勝
利
の
直
前
、
ネ
ル
ソ
ン
は
「
自
分
は
義
務
を
遂
行
し
た
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
と
と
も
に

息
絶
え
た
。 
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ロ
ン
ド
ン
の
都
心
に
あ
る
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
広
場
は
、
こ
の
戦
勝
を
記
念
し
て
一
八
二
〇
年
に
整
備
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
央
の
五
六
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
の
頂
部
に
あ
る
約
五
・
三
メ
ー
ト
ル
の
銅
像
は

説
明
す
る
ま
で
も
な
く
ネ
ル
ソ
ン
の
勇
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
勝
利
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
海
上
覇

権
を
手
中
に
し
た
も
の
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
脅
威
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
八
一
五
年
の
ワ
ー
テ

ル
ロ
ー
の
会
戦
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
敗
戦
し
た
と
き
、
よ
う
や
く
ネ
ル
ソ
ン
の
偉
業
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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十
一
・
四 

壇
ノ
浦
の
合
戦
（
一
一
八
五
） 

 

栄
光
の
平
氏
一
門 

 

「
一
門
に
あ
ら
ざ
れ
ば
皆
人
非
人
な
る
べ
し
」
、
平
家
一
族
で
な
け
れ
ば
人
間
で
は
な
い
と
い
う
傲
慢
な

言
葉
は
、
清
盛
の
義
弟
で
あ
る
平
大
納
言
時
忠
の
発
言
と
し
て
『
平
家
物
語
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
保

元
元
年
（
一
一
五
六
）
の
保
元
の
合
戦
、
平
治
元
年
（
一
一
六
〇
）
の
平
治
の
合
戦
が
象
徴
す
る
朝
廷
内

部
の
権
力
闘
争
を
契
機
と
し
て
、
上
皇
の
身
辺
警
護
の
武
士
集
団
で
あ
る
北
面
武
士
の
最
大
集
団
で
あ
っ

た
平
家
一
門
は
急
速
に
勢
力
を
拡
大
す
る
。
そ
の
総
帥
が
公
然
の
秘
密
と
し
て
白
河
法
皇
を
実
際
の
父
親

と
す
る
清
盛
で
あ
っ
た
。 

 

保
元
の
合
戦
で
武
功
を
あ
げ
、
武
家
と
し
て
公
卿
と
な
っ
た
最
初
の
人
物
と
な
り
、
父
親
忠
盛
の
巨
万

の
財
力
と
広
大
な
領
地
を
継
承
し
て
勢
力
を
拡
大
し
、
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
に
は
五
〇
に
し
て
従
一

位
・
太
政
大
臣
と
い
う
最
高
の
地
位
に
ま
で
到
達
す
る
。
一
族
の
多
数
は
高
位
高
官
に
就
任
し
、
そ
の
三

女
徳
子
（
建
礼
門
院
）
は
高
倉
天
皇
の
中
宮
と
し
て
安
徳
天
皇
を
出
産
し
国
母
と
な
る
。
財
政
に
お
い
て

も
、
日
本
全
国
六
六
箇
国
の
う
ち
半
分
の
三
二
箇
国
を
知
行
と
し
、
政
治
と
経
済
の
両
面
に
お
い
て
盤
石

の
体
制
を
構
築
す
る
。 

 

よ
り
経
済
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
清
盛
は
現
神
戸
港
の
一
部
で
あ
る
大
輪
田
泊
を
貿
易
拠
点
と
し

て
改
修
し
、
日
宋
貿
易
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
栄
華
の
生
活
を
維
持
す
る
巨
富
を
蓄
財
し
て
い
く
。

そ
し
て
大
輪
田
泊
の
後
背
の
土
地
で
あ
る
福
原
に
一
大
拠
点
を
建
造
し
、
こ
こ
を
平
家
の
本
拠
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
強
引
か
つ
短
期
の
異
常
な
権
力
の
拡
張
は
、
当
然
、
既
存
勢
力
と
の
軋
轢
の
原
因
と
な
り
、

嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
、
清
盛
の
長
男
重
盛
の
息
子
資
盛
と
関
白
基
房
と
が
衝
突
し
た
殿
下
乗
合
事
件
が

発
生
す
る
。 

 

平
氏
衰
退
の
兆
候 

 

こ
れ
は
「
平
家
の
悪
行
の
は
じ
め
な
れ
」
と
『
平
家
物
語
』
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
増
長
す
る
平
家

一
族
打
倒
の
象
徴
と
さ
れ
、
以
後
、
謀
議
が
頻
発
す
る
契
機
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
抗
す
る
べ

く
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
に
は
、
清
盛
が
福
原
か
ら
上
洛
し
、
謀
議
の
背
後
に
存
在
し
た
後
白
河
法

皇
を
幽
閉
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
を
実
行
し
、
翌
年
、
安
徳
天
皇
を
擁
立
し
、
自
身
が
院
政
を
執
行
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
皇
位
継
承
の
希
望
が
な
く
な
っ
た
後
白
河
法
皇
の
二
男
以
仁
王
は
平
家
追
討
の
令
旨
を
発
令
し
、

東
国
の
源
氏
な
ど
に
挙
兵
を
勧
誘
す
る
。 

 

こ
れ
を
察
知
し
た
清
盛
は
以
仁
王
と
加
担
し
た
源
頼
政
の
逮
捕
命
令
を
発
令
し
、
両
名
は
奈
良
へ
逃
避

す
る
途
中
で
敗
死
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
反
抗
の
発
生
に
京
都
は
危
険
と
判
断
し
た
清
盛
は
、

直
後
に
安
徳
天
皇
、
後
白
河
法
皇
、
高
倉
上
皇
を
連
行
し
て
福
原
へ
遷
都
を
決
行
す
る
と
と
も
に
、
源
氏

の
追
討
命
令
を
発
令
し
、
こ
こ
に
平
氏
と
源
氏
の
一
大
決
戦
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
に
ま
ず
木
曾
義
仲
が
挙
兵
し
、
二
〇
日
後
に
源
氏
の
大
将
頼
朝
が
決
起
し
、
各
地
に
戦
線

が
拡
大
し
て
い
く
。 

 

こ
の
年
末
、
清
盛
が
南
都
を
焼
打
す
る
暴
挙
を
挙
行
し
、
平
家
へ
の
信
頼
が
消
滅
し
て
い
く
渦
中
の
治

承
五
年
（
一
一
八
一
）
二
月
に
「
頼
朝
の
首
級
を
わ
が
墓
前
に
」
と
い
う
執
念
の
遺
言
と
と
も
に
、
清
盛

が
熱
病
で
死
亡
す
る
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
落
日
を
扇
子
で
逆
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
ほ
ど
の
平
家
も
、
寿

永
二
年
（
一
一
八
三
）
、
源
氏
と
の
決
戦
を
得
意
の
海
上
で
展
開
す
べ
く
、
安
徳
天
皇
と
三
種
の
神
器
と
と

も
に
瀬
戸
内
海
に
逃
避
す
る
が
、
定
着
場
所
が
発
見
で
き
ず
、
よ
う
や
く
讃
岐
の
屋
島
を
本
拠
と
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

屋
島
の
合
戦 

 

こ
の
本
拠
を
討
伐
す
る
大
将
に
任
命
さ
れ
た
の
が
義
経
で
あ
る
。
元
歴
二
年
（
一
一
八
五
）
二
月
、
わ

ず
か
五
艘
の
小
舟
と
一
五
〇
騎
の
兵
力
で
強
風
の
深
夜
に
摂
津
渡
辺
か
ら
出
航
し
た
義
経
の
軍
勢
は
、
通
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常
三
日
を
必
要
と
す
る
紀
淡
海
峡
を
一
日
で
渡
航
し
て
阿
波
の
勝
浦
に
上
陸
、
屋
島
の
平
氏
の
軍
勢
は
手

薄
と
の
情
報
に
よ
り
進
撃
を
開
始
し
、
地
元
の
豪
族
桜
庭
良
遠
を
打
破
し
て
、
翌
日
、
屋
島
の
対
岸
に
到

着
す
る
。
そ
し
て
民
家
に
放
火
し
て
大
軍
と
み
せ
、
陸
側
か
ら
騎
馬
で
浅
瀬
を
渡
河
し
て
一
気
に
屋
島
を

急
襲
す
る
。 

 

海
上
か
ら
の
攻
撃
の
み
を
想
定
し
て
い
た
平
氏
は
狼
狽
し
、
屋
島
を
放
棄
し
て
小
船
で
海
上
に
逃
避
、

海
上
か
ら
弓
矢
で
陸
上
の
源
氏
に
戦
闘
を
仕
掛
け
る
。
そ
の
夕
刻
の
休
戦
の
と
き
、
平
家
か
ら
挑
発
さ
れ
、

那
須
与
一
が
扇
面
を
鏑
矢
で
射
落
と
し
た
有
名
な
逸
話
が
発
生
す
る
。
そ
の
美
技
に
感
嘆
し
て
祝
儀
の
仕

舞
を
披
露
し
た
平
氏
の
武
士
を
義
経
の
命
令
で
与
一
が
射
落
と
し
、
折
角
の
余
興
が
再
度
の
戦
闘
の
開
始

と
な
る
が
、
平
氏
一
族
は
上
陸
が
で
き
ず
、
安
徳
天
皇
と
と
も
に
関
門
海
峡
に
あ
る
彦
島
ま
で
逃
避
す
る

こ
と
に
な
る
。 

 

壇
ノ
浦
の
合
戦 

 

彦
島
に
孤
立
し
た
平
氏
を
討
伐
す
べ
く
、
義
経
は
摂
津
、
伊
予
、
紀
伊
の
水
軍
を
味
方
と
し
て
八
四
〇

艘
の
水
軍
を
編
成
し
、
平
氏
は
知
盛
を
大
将
と
す
る
五
〇
〇
艘
の
水
軍
が
対
峙
し
、
元
歴
二
年
（
一
一
八

五
）
三
月
二
四
日
昼
に
歴
史
を
決
定
す
る
戦
闘
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
軍
船
は
西
洋
で
使
用

さ
れ
て
い
た
多
数
の
漕
手
が
動
力
と
な
る
大
型
軍
船
と
は
相
違
し
て
、
せ
い
ぜ
い
二
〇
人
乗
り
の
小
船
で

あ
り
、
彦
島
の
あ
る
関
門
海
峡
の
急
速
な
潮
流
で
は
自
由
に
操
船
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。 

 

戦
闘
の
初
期
に
は
潮
流
を
熟
知
し
た
平
氏
の
軍
団
が
海
戦
に
不
慣
れ
な
坂
東
武
者
の
源
氏
の
軍
団
を
弓

矢
で
攻
撃
し
て
優
勢
で
あ
り
、
義
経
の
水
軍
は
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
東
の
満
珠
島
・
千
珠
島
ま
で
後
退

さ
せ
ら
れ
る
が
、
午
後
に
な
っ
て
潮
流
が
変
化
し
た
こ
と
と
、
異
説
は
あ
る
が
、
義
経
が
当
時
の
戦
闘
の

作
法
に
違
反
し
て
、
操
船
を
し
て
い
る
非
戦
闘
員
の
水
手
や
梶
取
を
射
撃
し
て
戦
況
が
変
化
し
た
。
さ
ら

に
阿
波
の
水
軍
が
寝
返
っ
て
平
氏
の
戦
略
を
義
経
に
通
告
し
た
こ
と
が
逆
転
を
決
定
し
た
と
い
う
情
報
も

あ
る
。 

 

陸
上
に
は
源
氏
の
軍
勢
が
待
機
し
て
上
陸
で
き
ず
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
覚
悟
し
た
清
盛
の
正
室
時
子

は
安
徳
天
皇
を
抱
擁
し
天
叢
雲
剣
と
と
も
に
入
水
し
、
救
出
さ
れ
京
都
に
護
送
さ
れ
て
出
家
す
る
こ
と
に
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な
る
建
礼
門
院
も
入
水
し
、
一
族
の
武
将
た
ち
も
次
々
と
入
水
す
る
。
経
盛
の
よ
う
に
一
旦
上
陸
し
て
出

家
し
て
か
ら
入
水
し
た
武
将
や
、
武
勇
で
有
名
な
教
盛
は
大
将
知
盛
の
勝
敗
は
決
定
し
た
の
で
罪
作
り
な

戦
闘
は
す
る
な
と
い
う
言
葉
を
復
命
し
て
入
水
す
る
な
ど
、『
平
家
物
語
』
に
は
数
多
く
の
滅
亡
の
美
学
が

伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

筆
者
も
大
型
客
船
で
通
過
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
関
門
海
峡
は
最
小
の
幅
員
が
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で

陸
地
が
眼
前
に
切
迫
し
て
く
る
う
え
、
潮
流
方
向
が
一
日
四
回
も
変
化
し
、
現
在
で
も
航
海
の
難
所
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
光
景
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
か
ら
約
九
〇
〇
年
前
、
こ
こ
で
日
本
の
二
大
勢
力

が
最
後
の
対
決
を
し
て
数
多
く
の
人
々
が
水
没
し
、
そ
れ
以
後
、
七
〇
〇
年
以
上
継
続
す
る
武
人
政
権
の

発
端
に
な
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
想
像
す
る
と
、
そ
の
光
景
に
一
層
の
感
慨
が
追
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 


